
ＩＣＴグローバル展開の在り方に関する懇談会（第３回）議事要旨 

 

１．日時 ：平成２３年７月８日（金）１５：３０～１６：４５ 

２．場所 ：総務省第１特別会議室 

３．出席者： 

（１）構成員（五十音順、敬称略） 

磯部 悦男、伊藤 明男（代理：飯塚氏）、大畠 昌巳（代理：伊藤氏）、岡 素之（座長）、

片山 泰祥（代理：小林氏）、北村 秀夫（代理：真崎氏）、佐々木 弘世（代理：村瀬氏）、

嶋谷 吉治、中島 透、中村 康佐、浜場 正明、宮部 義幸（代理：藤田氏）、椋田 哲史（代

理：井上氏）、村井 純、村上 輝康（座長代理）、安井 潤司（代理：國尾氏）、山本 直樹 

（２）外部有識者 

後藤 滋樹 早稲田大学理工学術院教授(日ＡＳＥＡＮ官民協議会座長) 

（３）総務省、経済産業省 

 平岡総務副大臣、森田総務大臣政務官、小笠原総務審議官、利根川情報通信国際戦略局長、

久保田官房総括審議官、横田情報通信国際戦略局次長、今林参事官、谷脇情報通信政策課長、

淵江国際政策課長、小笠原通信規格課長、岡野国際経済課長、湯本国際協力課長、本間国際

戦略企画官、寺岡情報通信政策課課長補佐、経済産業省大澤情報政策課調整官 

 

４．議事 

（１）日ＡＳＥＡＮ官民協議会における検討結果について 

（２）プロジェクト案件形成ＷＧにおける議論について 

(３) 標準化戦略ＷＧにおける議論について 

（４）報告書（案）について 

（５）フリーディスカッション 

 

５．議事要旨 

 

【日ＡＳＥＡＮ官民協議会における検討結果について】 

○ 日ＡＳＥＡＮ官民協議会の後藤座長より、資料３－１に基づき日ＡＳＥＡＮ官民協議会

における検討結果について説明が行われた。 
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【プロジェクト案件形成ＷＧにおける議論について】 

○ プロジェクト案件形成ＷＧ主査の村上構成員より、資料３－２に基づきプロジェクト案

件形成ＷＧにおける議論について説明が行われた。 

 

【標準化戦略ＷＧにおける議論について】 

○ 標準化戦略ＷＧ主査の村井構成員より、資料３－３に基づき標準化戦略ＷＧにおける議

論について説明が行われた。 

 

【報告書（案）について】 

○ 事務局より資料３－４、３－５に基づき、報告書（案）について説明が行われた。 

 

【フリーディスカッション】 

○ ＩＣＴグローバル展開にあたり、官民連携の成功モデルを作ることが重要。韓国の競争力

の源泉は官民連携であり、日本が民民ベースで競争を挑んでも難しいこともある。日ＡＳＥＡＮ

官民協議会では、官民が連携した具体的な案件形成について意義深い議論がされている。また、

先般の震災については、防災分野等でリアリティを持ってメッセージを発信できるため、逆境を

チャンスと捉え、海外展開を促進することで復興に繋げることが重要。コンソーシアム組成にあ

たっては、ＪＢＩＣ・ＮＥＸＩ等とも連携しながら、ファイナンス機能だけでなくハブ機能とし

ても協力したい。 

○ ファイナンスについては、活用側が知らないスキームがあるので、コンソーシアムのような

場を使って共有頂きたく、当社としても、ネットワークレイヤーのオペレーションやマネジメン

トの部分で貢献したい。報告書については、プロジェクト案件形成ＷＧの議論がほぼ網羅されて

いる。 

○ 報告書は今までの議論が網羅されている。インフラ提供の際は、使う側の身に立った仕組

み作りをすることが大切。利活用のノウハウを、仕組みの中に盛り込んでいきたい。 

○ 日ＡＳＥＡＮ官民協議会での議論を報告書に活かして頂いており有難い。韓国はＡＳＥ

ＡＮ諸国と数多く会合の場を持ち、さらには個別にニーズのヒアリングまでも行っている。

海外展開の取組には信頼関係の構築等に長い期間がかかるため、ただちにビジネスにならな

くとも、それも覚悟の上で、スモールでも構わないのでサクセスストーリーを作ることが大

切。 

○ 実行力のある海外展開をするためには、横連携が重要。グローバルコンソーシアムの場では、
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チーム作りの面で貢献したい。 

○ プロジェクト案件形成ＷＧでは、通信事業者、メーカ、商社、経済団体、金融機関等に参画

頂きグローバルな案件形成がいかにあるべきかという１つの目標に向けた議論ができた。各々の

分野で知見や経験が積み重なっていたが、グローバルコンソーシアムの場で、これまで以上に深

いレベルで知見が共有されることにより、大きな成果が出ることを期待。 

○ 標準化戦略ＷＧでは、標準化が有効に働くこととはどのようなことを言うのかということに

ついて、地上デジタル放送日本方式の例を通して議論し、その重要性を認識するとともに、その

経験に基づき、光アクセスシステム、デジタルサイネージ、スマートグリッドの３分野について

重点的に進めていくべきとしている。また、標準化は民主導が大切であるが、これは決して民ま

かせではなく、官民連携で進めていくことが重要である。 

（以上） 


